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 要  旨 
 
音声の韻律的特徴を表現する客観的な物理量の1つとして、基本周波数(以下、
F0)パターンが上げられる。F0パターンは、構文や意味の伝達に重要な役割を果た
しており、日本語を含む多くの言語の抑揚を表し、単語レベルでのアクセントに
対応する局所的で急激な起伏と、句・節・文レベルのより広い範囲にわたる緩や
かな起伏とからなる。 
F0パターン生成過程モデルは、発話の言語学的情報と密接な関係にある少数の
パラメータ(フレーズ指令・アクセント指令)から実測のF0パターンに極めて近い
パターンを生成することが可能である。したがって、実測のF0パターンからモデ
ルのパラメータを自動抽出できれば、F0パターンの分析は容易になると考えられ
る。 
実測F0パターンからF0パターン生成過程モデルのパラメータを抽出する方法と
して、パラメータの初期値を推定し、この初期値に対して逐次近似を行う方法が
提案されている(以下、先行研究と呼ぶ)。また、言語情報を用いて先行研究の抽
出方法の高精度化を目指す研究も行われている。 
しかし、言語情報から得られるアクセント型や文節間の係り受けは、一般的な
発話において必ずしも成り立っていないと考えられる。したがって、言語情報か
ら得られる情報を用いるよりも、F0パターンなどの韻律情報から得られる情報を
用いることでパラメータ抽出の高精度化を目指す方が自然であると考えた。 
以上から、本研究では言語情報を用いず、先行研究の抽出方法に改良を加え、
実測したF0パターンを用いた新しいフレーズ指令推定法を提案し、この推定法と
先行研究のフレーズ指令推定法を改良したものからそれぞれ推定を行い、2種類の
フレーズ指令初期値をまとめて1つの初期値を決定するパラメータ抽出方法を提
案した。 
本研究の抽出方法でF0パターン生成過程モデルパラメータの自動抽出を行った
ところ、各指令の正解数が増加し、再現率が82.9%から90.3%に向上した。 
 
